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ま
れ
て
い
た
り
し
て
、
前
九
年
合
戦
の
実
態
を
解
明
す
る
史
料
と
し
て
は

敬
遠
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
従
来
の
歴
史
学
は
、
あ
て
に
な

ら
な
い
こ
と
を
半
ば
承
知
で
『
陸
奥
話
記
』
や
そ
の
影
響
を
受
け
た
後
世

の
歴
史
叙
述
に
よ
っ
て
前
九
年
合
戦
像
を
構
築
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

本
稿
で
問
題
に
す
る
の
は
、
前
九
年
合
戦
時
の
安
倍
頼
時
追
討
の
真
相

で
あ
る
。
諸
記
録
に
よ
っ
て
そ
の
伝
え
る
内
容
が
異
な
る
の
は
、
合
戦
後

に
頼
時
追
討
の
歴
史
像
が
歪
曲
さ
れ
る
時
代
相
（
お
も
に
十
一
世
紀
後

半
）
の
影
響
を
受
け
た
た
め
な
の
だ
ろ
う
。
史
実
に
近
い
記
録
と
、
歪
曲

さ
れ
た
記
録
と
が
結
果
的
に
並
存
し
て
し
ま
い
、
現
在
み
ら
れ
る
よ
う
な

一　

は
じ
め
に

歴
史
上
、
前
九
年
合
戦
ほ
ど
実
態
解
明
の
難
し
い
事
件
は
な
い
。
同
時

代
の
記
録
が
ほ
と
ん
ど
伝
存
し
て
お
ら
ず
、『
扶
桑
略
記
』『
百
練
抄
』『
帝

王
編
年
記
』
な
ど
後
世
の
編
纂
史
書
に
依
拠
す
る
に
し
て
も
相
互
の
不
整

合
が
著
し
い
。
一
方
で
、
康
平
七
年
の
三
文
書
（『
頼
義
奏
状
』『
義
家
奏

状
』『
帰
降
者
移
遣
太
政
官
符
』）
の
よ
う
な
同
時
代
の
史
料
が
存
在
す
る

も
の
の
、
こ
れ
ら
に
も
文
献
上
の
瑕
瑾
（
誤
写
や
文
意
不
通
箇
所
や
成
立

年
次
の
不
透
明
さ
）
が
あ
っ
た
り
、
強
烈
な
源
氏
寄
り
の
主
張
が
盛
り
込

安
倍
頼
時
追
討
の
真
相

―
―
永
承
六
年
～
天
喜
五
年
の
状
況
復
元
―
―

野
中
哲
照
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混
乱
や
不
整
合
と
い
っ
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
を
解
決
す

る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

複
数
の
拙
稿
に
ま
た
が
る
問
題
意
識
を
言
え
ば
、
前
九
年
合
戦
の
実
相

を
解
明
す
る
こ
と
も
、『
陸
奥
話
記
』
や
『
今
昔
』
前
九
年
話
の
虚
構
性

の
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
両
方
を
同
時
に

解
明
す
る
姿
勢
で
臨
ま
な
け
れ
ば
―
―
事
実
を
起
点
と
し
て
物
語
へ
と
向

か
う
〈
指
向
〉
を
窺
わ
な
け
れ
ば
―
―
、
こ
の
問
題
は
解
決
し
な
い
の
で

あ
る
。
も
つ
れ
た
糸
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
ゆ
く
に
は
、
こ
の
時
代
に
、
ど
の

よ
う
な
〈
指
向
〉
が
飛
び
交
っ
て
い
た
か
を
窺
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
別
稿
で
述
べ
る
よ
う
に
、
編
纂
史
料
の
中
で
も
、『
扶
桑
略
記
』

は
伝
記
・
物
語
類
を
貪
欲
に
取
り
込
む
傾
向
が
強
い
。
そ
れ
ゆ
え
物
語
た

る
『
陸
奥
話
記
』
と
の
共
通
点
も
多
い
の
だ
。
頼
時
追
討
事
件
の
真
相
解

明
の
た
め
に
は
、『
扶
桑
略
記
』
や
『
陸
奥
話
記
』
を
―
―
全
否
定
す
る

わ
け
で
は
な
い
も
の
の
―
―
や
や
遠
ざ
け
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。
そ
し

て
、
錯
誤
を
含
ん
だ
り
虚
構
化
の
影
響
を
受
け
た
り
し
て
い
る
も
の
と
そ

う
で
な
い
も
の
と
を
選
り
分
け
、
個
々
の
記
述
ご
と
に
丹
念
に
吟
味
し
て

ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

二　

安
倍
頼
時
追
討
に
か
ん
す
る

　
　
　
　
　
　

史
料
の
混
乱
状
況
と
そ
の
整
理

頼
時
追
討
に
か
ん
す
る
史
料
と
し
て
、
表
１
に
示
し
た
十
一
点
の
記
録

が
現
存
し
て
い
る
。
す
べ
て
後
世
の
編
纂
史
料
で
、
同
時
代
の
い
わ
ゆ
る

一
等
史
料
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
か
、
史
料
間
で
、
年
月
日
、
事
件
の
経
緯

な
ど
の
点
で
、
混
乱
が
み
ら
れ
る
。

１　

合
戦
経
緯
の
大
局
的
整
理

次
項
以
降
で
詳
細
な
検
討
に
入
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
は
十
一

点
の
史
料
を
大
局
的
な
観
点
か
ら
整
理
し
て
お
き
た
い
。

表
１
の
下
段
欄
外
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
⑧
『
十
三
代
要
略
』
の
「
官

符
に
依
て
殺
戮
す

0

0

0

」、
⑨
『
扶
桑
略
記
』
の
「
合
戦
の
間
、
頼
時
、
流

れ
矢
の
中
る
所
と
為
り
…
死
し
了
ぬ

0

0

0

0

」、
⑩
『
帝
王
編
年
記
』
の
「
合

戦
。
頼
時
、
流
れ
矢
に
中
り
て
死
す

0

0

」
だ
け
を
み
る
と
、
こ
の
天
喜
五
年

（
一
〇
五
七
）
の
合
戦
の
み
で
安
倍
頼
時
が
敗
死
し
た
か
の
よ
う
に
読
め

る
（『
陸
奥
話
記
』
も
そ
う
で
あ
る
）。
し
か
し
一
方
で
、
①
『
十
三
代
要

略
』
の
「
敗
る
」、
②
『
帝
王
編
年
記
』
の
「
合
戦
す
」、
③
『
百
練
抄
』
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【
表
１　

安
倍
頼
時
追
討
に
か
ん
す
る
史
料
】

〔
凡
例
〕　

◎
…
日
付
も
内
容
も
正
し
い　

△
…
内
容
は
正
し
い
が
本
来
は
前
年
の
こ
と
か　

▽
…
日
付
は
正
し
い
が
内
容
に
虚
構
や
錯
誤
を
含
む
か
（
傍
線
部
は
、
そ
の
不
審
部
分
）

番号

年　

月　

日

史
料

評
価

記
事
内
容

史
料
名

①

天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
八
月
三
日
条

◎

陸
奥
守
源
頼
義
、
俘
囚
安
倍
頼
時
と
合
戦
す
。
頼
時
、
敗
る
。

十
三
代
要
略

頼時死去とまで明示していない表現
（敗る、追討すべき、合戦、征夷の為、襲ひ討つ）

同じ日付、類似の内容

②

▽

前
陸
奥
守
兼
鎮
守
府
将
軍
源
頼
義
、
安
倍
頼
時
を
追
討
す
べ
き
由
、
宣
旨
を
下
さ
れ
合

戦
す
。

帝
王
編
年
紀

③

天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
十
二
月
十
七
日
条

◎

諸
卿
、
前
陸
奥
守
源
頼
義
、
俘
囚
頼
時
と
合
戦
の
間
の
事
を
定
め
申
す
。

百
練
抄

④

天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
十
二
月
二
十
九
日
条

▽

源
頼
義
、
更
に
陸
奥
守
に
任
ず
。
征
夷
の
為
な
り
。
陸
奥
守
良
綱
、
兵
部
大
輔
に
遷
任

す
。

百
練
抄

⑤

天
喜
五
年
（
一
〇
五
七
）
八
月
三
日
条

△

陸
奥
守
源
頼
義
朝
臣
、
俘
囚
頼
時
と
合
戦
し
、
官
軍
、
力
を
得
て
、
凶
賊
、
傷
有
り
。

諸
道
勘
文

⑥

天
喜
五
年
（
一
〇
五
七
）
八
月
十
日
条

◎

前
陸
奥
守
源
頼
義
、
俘
囚
安
倍
頼
時
を
襲
ひ
討
つ
間
、
東
山
・
東
海
両
道
の
諸
国
に
官

符
を
給
ひ
、
兵
粮
を
運
び
充
た
す
べ
き
事
、
公
卿
、
定
め
申
す
。
又
、
官
使
の
太
政
官

の
史
生
紀
成
任
・
左
弁
官
の
史
生
惟
宗
資
行
等
を
下
し
遣
は
す
。

扶
桑
略
記

⑦

◎

前
陸
奥
守
頼
義
、
頼
時
を
追
討
す
べ
き
由
、
官
符
を
下
さ
る
。

帝
王
編
年
紀

⑧

天
喜
五
年
（
一
〇
五
七
）
八
月
廿
日
条

◎

陸
奥
解
状
に
云
は
く
、「
俘
囚
頼
時
、
官
符
に
依
て
殺
戮
す
」
と
云
々
。

十
三
代
要
略

頼時死去の明確な表現
（殺戮、死、死去）

⑨

天
喜
五
年
（
一
〇
五
七
）
九
月
二
日
条

▽

鎮
守
府
将
軍
源
頼
義
、
俘
囚
阿
倍
頼
時
と
合
戦
の
間
、
頼
時
、
流
れ
矢
の
中
る
所
と
為

り
、
鳥
海
柵
に
還
り
て
死
し
了
ぬ
。
但
し
、
余
党
、
未
だ
服
せ
ず
、
仍
て
重
ね
て
国
解

を
進
り
、
官
符
を
賜
り
て
、
諸
国
の
兵
士
を
徴
発
し
、
兼
ね
て
兵
粮
を
納
め
、
悉
く
余

党
を
誅
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。

扶
桑
略
記

⑩

▽

合
戦
。
頼
時
、
流
れ
矢
に
中
り
て
死
す
。
余
党
、
未
だ
散
ぜ
ず
。

帝
王
編
年
紀

頼時死去を
7.29と明示

⑪

天
喜
五
年
（
一
〇
五
七
）
九
月
二
十
二
日
条

▽

諸
卿
、
陸
奥
守
頼
義
の
言
上
せ
し
「
俘
囚
安
倍
頼
時
、
去
ん
ぬ
る
七
月
廿
六
日
合
戦
の

間
、
矢
に
中
り
て
死
去
せ
し
事
」
を
定
め
申
す
。
官
使
を
遣
は
し
て
実
否
を
実
検
せ
ら

る
べ
し
と
云
々
。

百
練
抄
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の
「
合
戦
の
間
の
事
を
定
め
申
す
」、
④
『
百
練
抄
』
の
「
征
夷
の
為
」、

⑤
『
諸
道
勘
文
』
の
「
凶
賊
、
傷
有
り
」、
⑥
『
扶
桑
略
記
』
の
「
襲
ひ

討
つ
間
」、
⑦
『
帝
王
編
年
記
』
の
「
追
討
す
べ
き
由
」
を
み
る
と
、
安

倍
頼
時
は
た
だ
一
度
の
合
戦
で
敗
死
し
た
の
で
は
な
く
、
一
定
の
紛
争
期

間
を
経
て
死
去
し
た
か
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
と
く
に
、
①
「
敗
る
」
や

⑤
「
傷
有
り
」
は
、
死
去
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
記
事
と
し
て
看
過

で
き
な
い
表
現
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
十
一
点
の
記
録
の
混
乱
状
況
に
つ
い
て

は
次
項
以
降
で
詳
細
に
検
討
し
て
ゆ
く
が
、
実
際
に
天
喜
四
年
か
ら
同
五

年
に
か
け
て
の
二
年
間
の
紛
争
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
史
実
と
し
て
一
度
の
合
戦
で
頼
時
が
敗
死
し
た
の
な
ら
、「
敗
る
」

や
「
傷
有
り
」
と
記
し
た
史
料
が
残
る
は
ず
が
な
い
。

２　

年
月
日
の
混
乱
状
況
の
整
理

さ
て
こ
こ
か
ら
本
格
的
に
混
乱
状
況
を
整
理
し
て
ゆ
く
が
、
ま
ず
目
に

つ
く
の
が
、
十
一
点
の
記
録
の
多
く
が
八
月
～
九
月
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
た
と
え
二
年
ご
し
の
紛
争
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
勃
発
時
も

終
結
時
も
同
じ
季
節
で
あ
っ
た
な
ら
、
後
世
の
記
録
上
の
混
乱
や
錯
誤
が

起
き
や
す
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
ま
ず
は
想
定
し
て
お
く

べ
き
だ
ろ
う
。

日
付
の
中
で
と
く
に
注
目
す
べ
き
な
の
が
、
①
②
の
「
八
月
三
日
」
と

④
の
「
八
月
三
日
」
の
一
致
で
あ
る
。
前
者
が
天
喜
四
年
、
後
者
が
同
五

年
の
記
述
で
あ
る
の
だ
が
、
記
事
内
容
は
①
②
③
の
い
ず
れ
も
が
安
倍
頼

時
の
死
去
に
ま
で
言
及
す
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
「
合
戦
」
し
、
頼
時

が
「
敗
」
れ
、「
傷
」
を
受
け
た
と
い
う
も
の
で
、
類
似
の
内
容
な
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
①
②
④
は
じ
つ
は
同
一
事
件
の
記
事
で

あ
っ
て
、
文
献
の
主
観
的
・
恣
意
的
な
編
集
や
数
次
の
転
写
を
挟
ん
で
、

天
喜
四
年
と
同
五
年
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
を
疑
う
必
要
が
あ

る
。こ

の
事
象
と
合
わ
せ
て
考
え
る
べ
き
こ
と
は
、
⑪
『
百
練
抄
』
に
、
安

倍
頼
時
の
死
去
を
天
喜
五
年
七
月
二
十
六
日
と
明
記
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
こ
の
日
付
は
虚
構
す
べ
き
意
味
（
誰
か
を
正
当
化
し
た
り
貶
め
た

り
）
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
史
実
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
安
倍
頼

時
の
死
を
天
喜
五
年
（
一
〇
五
七
）
の
七
月
二
十
六
日
の
こ
と
だ
と
す

る
と
、
そ
の
年
の
八
月
に
源
頼
義
と
安
倍
頼
時
と
が
合
戦
し
て
い
る
な
ど

と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
考
え
に
よ
っ
て
、
⑤
は

天
喜
五
年
の
こ
と
で
は
な
く
、
本
来
は
天
喜
四
年
の
記
事
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
と
修
正
す
る
こ
と
に
な
る
（
⑥
⑦
も
八
月
だ
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
後
述
）。
つ
ま
り
、
源
頼
義
と
安
倍
頼
時
が
「
合
戦
」
し
、
頼
時
が

「
敗
」
れ
、「
傷
」
を
受
け
た
の
は
、
天
喜
四
年
八
月
三
日
の
合
戦
だ
と
考
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え
ら
れ
る
。

史
実
と
し
て
天
喜
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
記
録
上
、
翌
天
喜

五
年
の
こ
と
に
書
き
換
え
ら
れ
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
は
、
お
そ
ら
く
概
括
化

の
意
識
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
記
録
は
後
世
の
側
か
ら

結
果
論
的
に
記
さ
れ
る
わ
け
で
、
こ
こ
で
い
う
と
源
頼
義
と
安
倍
頼
時
の

最
終
決
戦
（
天
喜
五
年
）
の
ほ
う
に
照
準
が
合
わ
せ
ら
れ
や
す
い
。
実
際

に
は
二
年
間
の
合
戦
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
後
者
・
天
喜
五
年
の
側
に
寄

せ
て
ま
と
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
国
地

方
の
戦
国
軍
記
の
例
だ
が
、
史
実
で
は
大
内
義
隆
を
陶
晴
賢
が
討
ち
、
陶

を
毛
利
元
就
が
討
っ
た
（
二
段
階
）
の
だ
が
、
結
果
的
に
毛
利
の
平
定
が

語
ら
れ
れ
ば
よ
い
の
で
間
の
陶
の
存
在
を
消
し
て
、
毛
利
が
大
内
を
直
接

討
っ
た
（
一
段
階
）
か
の
よ
う
に
ま
と
め
て
叙
述
し
て
あ
る
軍
記
も
あ
る

（『
中
国
太
平
記
』）。

ま
た
、
前
項
１
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
戦
い
が
二
年
間
の
い
く
さ
で

あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
二
年
目
に
当
た
る
天
喜
五
年
の
七
月
二
十
六
日

（
日
付
は
⑪
『
百
練
抄
』
に
よ
る
）
に
頼
時
が
死
去
し
た
と
考
え
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
項
３
で
詳
述
す
る
。

３　

一
年
目
の
負
傷
、
二
年
目
の
死
去

前
々
項
１
で
把
握
し
た
二
年
間
の
大
局
的
な
流
れ
と
、
前
項
２
で
整
理

し
た
年
月
日
の
問
題
を
合
わ
せ
、
こ
こ
で
は
天
喜
四
年
か
ら
五
年
に
か
け

て
の
合
戦
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
の
復
元
を
試
み
る
。
１
で
注
目

し
た
よ
う
に
、
⑤
の
「
傷
有
り
」
の
記
述
の
意
味
は
軽
く
な
い
。
表
現
行

為
に
至
る
認
知
・
認
識
を
想
定
し
て
み
る
と
、
か
す
り
傷
程
度
の
負
傷

を
「
傷
有
り
」
な
ど
と
記
録
し
て
都
に
報
告
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
え

な
い
。
公
的
な
記
録
に
「
傷
有
り
」
な
ど
と
記
す
と
い
う
こ
と
は
、
致
命

傷
か
、
さ
も
な
く
ば
後
遺
障
害
の
残
る
大
け
が
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い

と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
、『
諸
道
勘
文
』
は
、
史
料
的
価
値
と

し
て
も
け
っ
し
て
低
く
な
い
。『
諸
道
勘
文
』
は
平
安
末
期
の
編
集
と
考

え
ら
れ
て
お
り
（『
群
書
解
題
』、
是
沢
恭
執
筆
）、
大
学
寮
に
属
す
る
四

道
（
紀
伝
道
・
明
経
道
・
明
法
道
・
算
道
）、
陰
陽
寮
に
属
す
る
三
道

（
陰
陽
道
・
暦
道
・
天
文
道
）、
典
薬
寮
に
属
す
る
一
道
（
医
道
）
の
計
八

道
の
博
士
に
命
じ
て

0

0

0

0

0

0

、
提
出
さ
せ
た
文
書
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
時
代
的
に

見
て
も
、
文
書
の
性
格
か
ら
見
て
も
、
転
写
段
階
の
錯
誤
は
あ
り
う
る
と

し
て
も
、
虚
構
性
や
捏
造
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

『
諸
道
勘
文
』
の
長
治
三
年
（
一
一
〇
六
）
正
月
三
十
日
の
彗
星
に
か
ん
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す
る
勘
文
に
含
ま
れ
る
か
た
ち
で
当
該
記
述
が
存
在
す
る
の
で
、
事
件
か

ら
半
世
紀
後
の
転
載
的
な
記
録
ゆ
え
に
、
天
喜
四
年
→
天
喜
五
年
の
錯
誤

が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
。
①
の
「
頼
時
、
敗
る
」
の
記
述
を
合
わ
せ
て
考
え

て
み
て
も
、
天
喜
四
年
八
月
三
日
の
合
戦
は
、
安
倍
頼
時
が
負
傷
し
て
敗

走
し
た
内
容
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
二
つ
の
考
え
方
を
提
示
す
る
。

そ
の
第
一
（
Ａ
の
考
え
方
と
呼
ぶ
）
は
、
天
喜
四
年
八
月
三
日
の
合
戦

で
安
倍
頼
時
が
負
傷
し
、
翌
五
年
の
七
月
二
十
六
日
（
⑪
『
百
練
抄
』）

の
合
戦
で
矢
に
当
た
っ
て
死
去
し
た
と
い
う
常
識
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

安
倍
頼
時
は
、
一
度
目
は
負
傷
、
二
度
目
は
討
死
と
い
う
こ
と
で
、
二
戦

二
敗
し
た
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
（
Ｂ
の
考
え
方
と
呼
ぶ
）
は
や
や
大
胆
な
も
の
で
、
天
喜
四
年
八

月
三
日
の
合
戦
で
安
倍
頼
時
が
負
傷
し
た
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
変
わ
ら

な
い
も
の
の
、
二
度
目
の
合
戦
は
な
か
っ
た
と
す
る
考
え
方
で
あ
る（
１
）。
そ

の
根
拠
は
、
⑨
『
扶
桑
略
記
』
の
「
頼
時
、
流
れ
矢
の
中
る
所
と
為
り
、

鳥
海
柵
に
還
り
て
死
し
了
ぬ
」
で
あ
る
（『
陸
奥
話
記
』
に
も
「
頼
時
流

矢
の
中
る
所
と
為
り
、
鳥
海
の
柵
に
還
り
て
死
せ
り
」
の
表
現
あ
り
）。

つ
ま
り
、
負
傷
し
た
戦
場
と
最
期
の
地
が
別
々
で
あ
る
と
い
う
伝
承
な
い

し
は
情
報
が
根
強
く
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
（
後
述
）。
こ
の

考
え
方
を
採
る
と
す
れ
ば
、
安
倍
頼
時
は
天
喜
四
年
八
月
三
日
の
合
戦
で

流
れ
矢
に
当
た
っ
て
負
傷
し
、
鳥
海
柵
に
戻
り
、
翌
五
年
七
月
二
十
六
日

に
そ
の
傷
が
元
で
死
去
し
た
と
い
う
流
れ
に
な
る
。

も
う
一
つ
の
根
拠
は
、
頼
時
に
当
た
っ
た
矢
を
「
流
れ
矢
」（
⑨
⑩
）

と
か
、
た
ん
に
「
矢
」（
⑪
）
と
の
み
記
し
て
い
て
、
誰
そ
れ
が
討
っ
た

と
は
明
示
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
（『
陸
奥
話
記
』
に
従
う
と
す
れ
ば
、

安
倍
富
忠
勢
の
中
の
兵
と
い
う
こ
と
ま
で
絞
り
込
め
る
が
）。
矢
を
射
た

者
の
名
が
明
確
で
あ
れ
ば
、
論
功
行
賞
が
発
生
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
後

述
す
る
よ
う
な
官
使
の
実
検
も
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
ま
で
嘘

を
押
し
と
お
す
自
信
が
な
け
れ
ば
、「
流
れ
矢
」
に
留
め
て
お
こ
う
と
す

る
微
妙
な
判
断
も
働
き
そ
う
だ
。
そ
れ
に
、
頼
時
最
期
の
地
こ
そ
鳥
海
柵

と
明
示
さ
れ
る
も
の
の
、
ど
こ
で
負
傷
し
た
の
か
も
不
明
な
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、『
陸
奥
話
記
』
に
記
す
よ
う
に
安
倍
富
忠
勢
が
「
矢
」
を
射

た
主
体
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
源
氏
の
勲
功
で
な
い
ゆ
え
に
隠
蔽
す
る
意

図
が
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
結
果
論
的
に
頼
時
死
去
の
天
喜
五
年
の
ほ
う

に
照
準
が
合
わ
せ
ら
れ
や
す
い
の
で
、
天
喜
五
年
の
合
戦
で
頼
時
が
流
れ

矢
に
当
た
っ
た
こ
と
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

頼
時
負
傷
の
戦
場
も
不
明
、
頼
時
を
射
た
主
体
も
不
明
で
、
①
『
十
三

代
要
略
』
や
⑤
『
諸
道
勘
文
』
の
記
述
が
も
し
伝
存
し
て
い
な
け
れ
ば
、

一
度
目
の
合
戦
は
そ
の
存
在
さ
え
掻
き
消
さ
れ
そ
う
な
の
で
あ
る
（
そ
れ

が
、
二
度
の
合
戦
を
一
度
に
ま
と
め
た
現
存
『
陸
奥
話
記
』
の
姿
）。
そ
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れ
ほ
ど
に
、
鳥
海
柵
で
の
頼
時
死
去
の
ほ
う
に
概
括
・
一
本
化
さ
れ
そ
う

な
史
料
上
の
趨
勢
が
、
た
し
か
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
逆
に
、
一
本
化
さ

れ
ず
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
①
や
⑤
は
貴
重
な
も
の
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
Ａ
・
Ｂ
二
つ
の
考
え
方
を
提
示
し
た
う
え
で
、
現
段

階
で
は
、
Ｂ
を
是
と
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
先
に
、

〈
一
度
目
（
天
喜
四
年
）
は
負
傷
、
二
度
目
（
天
喜
五
年
）
は
討
死
〉
と

ま
と
め
た
も
の
の
、
二
度
目
も
即
死
で
は
な
く
鳥
海
柵
に
戻
っ
て
か
ら
の

死
去
だ
と
す
れ
ば
、
安
倍
頼
時
の
負
傷
と
い
う
事
実
が
二
度
あ
る
こ
と
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
重
複
感
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
⑤
「
傷
有

り
」
と
記
さ
れ
る
ほ
ど
の
重
い
傷
を
負
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
翌
年
も
戦

場
に
出
て
前
線
（「
流
れ
矢
」
が
当
た
る
よ
う
な
位
置
）
で
戦
っ
て
い
た

の
か
と
い
う
疑
問
も
あ
る
。

４　

宣
旨
・
太
政
官
符
（
公
認
）
の
時
期

源
頼
義
が
安
倍
頼
時
を
討
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
宣
旨
や
太
政
官
符
の
よ

う
な
公
認
が
与
え
ら
れ
た
時
期
は
、
い
つ
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
史
料

上
の
表
現
と
し
て
は
、
②
天
喜
四
年
八
月
三
日
条
「
宣
旨

0

0

を
下
さ
れ
合
戦

す
」、
⑥
天
喜
五
年
八
月
十
日
条
「
東
山
・
東
海
両
道
の
諸
国
に
官
符

0

0

を

給
ひ
、
兵
糧
を
満
た
す
べ
き
事
」、
⑦
同
上
「
頼
時
を
追
討
す
べ
き
由
、

官
符

0

0

を
下
さ
る
」、
⑧
天
喜
五
年
八
月
二
十
日
条
「
俘
囚
頼
時
、
官
符

0

0

に

依
て
殺
戮
す
」
が
あ
る
。
②
の
み
「
宣
旨
」
で
、
⑥
⑦
⑧
は
「
官
符
」
で

あ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
「
宣
旨
」（
天
皇
の
独
断
）
は
あ
り
え
な
い
だ

ろ
う
。

時
期
に
つ
い
て
も
、
②
の
み
天
喜
四
年
の
こ
と
で
、
⑥
⑦
⑧
は
天
喜
五

年
の
こ
と
で
あ
る
。
②
と
⑦
は
い
ず
れ
も
『
帝
王
編
年
記
』
の
記
事
で
、

ど
ち
ら
も
八
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
史
実
と
し
て
は
同
一
事
案
で
、
そ

れ
が
文
献
上
、
天
喜
四
年
説
の
も
の
と
天
喜
五
年
説
の
も
の
に
分
か
れ
、

別
々
の
ル
ー
ト
か
ら
『
帝
王
編
年
記
』
に
採
り
こ
ま
れ
て
②
⑦
と
い
う
か

た
ち
で
重
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
こ
か
ら
吟
味
に
入
る
が
、
頼
時
追
討
の
公
認
が
天
喜
四
年
八

月
の
段
階
で
出
て
い
た
と
す
る
の
は
、
早
す
ぎ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
③

の
『
百
練
抄
』
で
あ
る
。「
諸
卿
、
前
陸
奥
守
源
頼
義
、
俘
囚
頼
時
と
合

戦
の
間
の
事
を
定
め
申
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
喜
四
年
十
二
月
の
段
階

で
も
、
朝
廷
は
方
針
を
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
ふ
し
が
あ
る
。
こ
ち
ら
の

「
諸
卿
」
に
よ
る
審
議
の
ほ
う
が
虚
構
・
錯
誤
で
、「
宣
旨
」
の
ほ
う
が
史

実
で
あ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
太
政
官
符
で
は
な
く
「
宣

旨
」
な
ど
と
い
う
非
現
実
的
（
物
語
的
）
な
表
現
か
ら
み
て
も
、
②
の

「
宣
旨
を
下
さ
れ
」
は
後
世
の
認
識
が
混
入
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
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す
る
と
残
る
は
、
⑥
⑦
の
天
喜
五
年
八
月
十
日
条
、
⑧
の
八
月
二
十
日

条
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
じ
つ
は
、
前
者
と
後
者
は
矛
盾
し
な
い
。
⑥
⑦

（
八
月
十
日
条
）
に
は
官
符
を
下
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
の
記
述
し

か
な
い
の
に
た
い
し
て
、
⑧
は
頼
時
を
「
官
符
」
に
よ
っ
て
「
殺
戮
す
」

る
と
こ
ろ
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
月
十
日
に
頼
時
追
討
の

「
官
符
」
が
陸
奥
国
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
、
そ
れ
と
入
れ
替
わ
り
に
七
月

二
十
六
日
（『
百
練
抄
』）
に
頼
時
が
死
去
し
た
と
の
報
が
八
月
二
十
日
に

都
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

あ
る
想
定
を
試
み
る
。
太
政
官
符
（
公
認
）
を
得
て
か
ら
頼
時
追
討
を

行
い
た
い
と
い
う
願
い
が
源
頼
義
側
に
あ
っ
た
た
め
、
か
り
に
七
月
二
十

九
日
の
頼
時
死
去
を
源
頼
義
が
知
っ
て
い
な
が
ら
隠
蔽
し
、
頼
時
追
討
の

官
符
を
要
求
し
た
と
す
る
。
そ
の
考
え
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
七
月
二

十
六
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
の
約
二
週
間
で
、
使
者
が
陸
奥
国
か
ら
都
に

走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
自
体
に
は
、
お
そ
ら
く
無
理
は
な

い
（『
延
喜
式
』
に
記
さ
れ
て
い
る
二
十
五
日
間
と
い
う
日
数
は
東
山

道
・
出
羽
を
経
由
す
る
も
の
で
、
参
考
に
な
ら
な
い
）。
し
か
し
、
鳥
海

柵
で
頼
時
が
死
去
し
た
の
が
七
月
二
十
六
日
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
報
が
陸

奥
国
府
多
賀
城
に
届
く
ま
で
数
日
か
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
太
政
官
符
を
下

す
ま
で
に
審
議
の
時
間
も
必
要
な
の
だ
か
ら
、
実
際
に
使
者
が
走
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
二
週
間
よ
り
も
短
く
な
る
。
都
に
こ
の
報
が
も
た
ら
さ
れ

た
の
が
八
月
二
十
日
（
⑧
）
で
あ
る
の
は
、
や
や
時
間
的
に
隔
た
っ
て
い

る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
そ
れ
は
鳥
海
柵
内
で
起
き
た
頼
時
死
去
と
い
う

事
実
が
陸
奥
国
府
多
賀
城
に
も
た
ら
さ
れ
る
時
間
を
考
え
れ
ば
、
ご
く
自

然
だ
と
も
い
え
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
頼
義
が
陰
謀
に
よ
っ
て
頼
時
死
去

を
隠
し
、
平
気
な
顔
を
し
て
太
政
官
符
を
申
請
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
さ

そ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
頼
義
は
六
月
ご
ろ
に
頼
時
追
討
の
太
政
官
符
を

申
請
し
て
い
て
、
た
ま
た
ま
八
月
十
日
に
そ
れ
が
都
か
ら
発
せ
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
結
果
的
に
は
太
政
官
符
が
発
遣
さ
れ

た
八
月
十
日
の
時
点
で
、
安
倍
頼
時
は
す
で
に
死
去
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
、
行
き
違
い
で
あ
る
。

源
頼
義
が
後
付
け
で
⑧
「
俘
囚
頼
時
、
官
符
に
依
て
殺
戮
す
」
と
国
解

に
よ
っ
て
報
告
し
た
と
す
れ
ば
〝
頼
時
死
去
〟
を
〝
頼
時
追
討
完
遂
〟
と

作
為
し
て
報
告
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
理
由

の
第
一
は
、
安
倍
氏
追
討
の
官
符
が
八
月
十
日
に
都
を
出
て
、
八
月
二
十

日
以
前
に
陸
奥
国
府
に
到
着
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
は
、
前
年
の
①
「
敗
る
」、
⑤
「
傷
有
り
」
の

よ
う
な
記
録
が
都
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
事
実
を
隠
蔽
し
て

報
告
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
難
し
い
の
で
は
な
い
か
（
作
文
上
の
作

為
は
あ
り
う
る
と
し
て
も
）。

な
お
、「
宣
旨
」
や
「
官
符
」
の
表
現
以
外
に
も
、
④
「
征
夷
」、
⑤
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「
官
軍
」「
凶
賊
」
の
よ
う
な
表
現
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
結
果
論
的
な
視

座
か
ら
決
め
つ
け
た
表
現
が
讒
入
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

５　

二
度
の
官
使

⑥
『
扶
桑
略
記
』
に
「
官
使
の
太
政
官
の
史
生
紀
成
任
・
左
弁
官
の
史

生
惟
宗
資
行
等
を
下
し
遣
は
す
」
と
あ
り
、
⑪
「
官
使
を
遣
は
し
て
実
否

を
実
検
せ
ら
る
べ
し
と
云
々
」
と
あ
る
。
そ
の
記
事
内
容
ど
お
り
、
⑥
は

天
喜
五
年
八
月
十
日
に
、
源
頼
義
と
安
倍
頼
時
の
合
戦
の
内
実
を
確
認
す

る
た
め
に
官
使
が
発
遣
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
八
月
三
日
に
陸
奥
国
か
ら

の
合
戦
の
報
が
都
に
入
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
（
①
お
よ
び

修
正
し
た
⑤
）、
そ
れ
か
ら
七
日
後
に
官
使
発
遣
が
決
定
さ
れ
た
と
考
え

る
こ
と
に
な
り
、
流
れ
と
し
て
自
然
で
あ
る
。
一
方
、
⑪
も
記
事
内
容
ど

お
り
天
喜
五
年
七
月
二
十
六
日
の
安
倍
頼
時
の
死
去
を
受
け
て
そ
の
報
告

が
都
に
八
月
中
旬
ご
ろ
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
（
⑧
に
よ
れ
ば
八
月

二
十
日
）、
そ
れ
に
つ
い
て
の
官
使
発
遣
が
九
月
二
十
二
日
に
決
定
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
二
度
の
官
使
発
遣
が
記
録
上
存
在
す
る
が
、
史
実
と
し
て

も
一
度
目
は
合
戦
再
発
の
報
を
受
け
て
の
天
喜
五
年
八
月
の
も
の
、
二
度

目
は
安
倍
頼
時
死
去
の
報
を
受
け
て
の
天
喜
五
年
九
月
の
も
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
別
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

６　

鳥
海
柵
で
の
頼
時
死
去
の
信
憑
性

安
倍
頼
時
の
最
期
の
地
は
、
鳥
海
柵
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
⑨
『
扶

桑
略
記
』
の
記
す
と
こ
ろ
で
、『
陸
奥
話
記
』
も
同
じ
で
あ
る
。
頼
時
が

別
の
場
所
で
死
去
し
た
の
に
、
そ
れ
を
鳥
海
柵
だ
と
虚
構
す
る
意
図
（
誰

か
を
正
当
化
し
た
り
貶
め
た
り
）
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
事
実
と
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
陸
奥
話
記
』
で
は
、
頼
時
死
去
の
と
こ
ろ
だ
け
で
な
く
、
も
う
一
度
、

鳥
海
柵
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）、

小
松
柵
や
衣
川
柵
を
破
っ
て
北
進
し
、
鳥
海
柵
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
頼
義
と
清
原
武
則
が
会
話
す
る
の
だ
が
、
そ
の
時
、
頼
義
は
、「
頃

年
、
鳥
海
の
柵
の
名
を
聞
き
て
、
其
の
体
を
見
る
こ
と
能
は
ず
」
と
言

う
。
永
年
、
遠
く
か
ら
想
う
ば
か
り
で
実
見
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と

語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
特
別
な
感
慨
は
、
前
半
部
の
頼
時
最
期
の

地
と
し
て
の
存
在
感
が
鳥
海
柵
に
染
み
付
い
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
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７　

天
喜
四
年
八
月
三
日
（
一
年
目
）
の
戦
場

頼
時
が
負
傷
し
た
戦
場
に
つ
い
て
は
、『
陸
奥
話
記
』
を
排
除
す
る
か

採
用
す
る
か
で
、
二
通
り
の
考
え
方
が
で
き
る
。

第
一
の
考
え
方
は
『
陸
奥
話
記
』
を
排
除
し
て
編
纂
史
料
の
み
で
考
え

た
場
合
で
あ
る
。
頼
時
最
期
の
地
が
史
実
と
し
て
鳥
海
柵
で
あ
っ
た
（
⑨

『
扶
桑
略
記
』
を
採
用
）
と
す
れ
ば
、
北
に
拠
点
を
持
つ
安
倍
頼
時
が
南

下
し
て
源
頼
義
と
合
戦
し
、
そ
こ
で
負
傷
し
て
鳥
海
柵
に
「
還
り
て
」
死

去
し
た
の
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
天
喜
四
年
八
月
三
日
の
戦
場
は
、
鳥
海
柵

よ
り
は
南
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
康
平
七
年
『
頼
義
奏
状
』
に
よ
れ

ば
、
頼
義
は
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
に
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て
い

る
の
で
、
天
喜
四
年
の
時
点
で
も
、
鎮
守
府
胆
沢
城
に
日
常
的
に
入
る
こ

と
の
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
陸
奥
話
記
』
の
天
喜
三

年
と
お
ぼ
し
き
場
面
で
も
、「
府
務
を
行
は
ん
が
為
に
、
鎮
守
府
に
入
り
、

数
十
日
経
回
す
る
の
間
、
頼
時
首
を
傾
け
て
給
仕
し
、
駿
馬
金
宝
の
類
、

悉
く
幕
下
に
献
じ
、
兼
ね
て
士
卒
に
給
ふ
」
と
あ
る
。
こ
の
時
期
の
安
倍

頼
時
が
奥
六
郡
か
ら
出
て
南
下
し
て
い
た
と
も
考
え
に
く
い
の
で
、
天
喜

四
年
八
月
三
日
の
合
戦
は
胆
沢
城
周
辺
で
勃
発
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す

る
考
え
方
が
、
ま
ず
は
成
り
立
つ
。

第
二
の
考
え
方
は
、『
陸
奥
話
記
』
の
頼
時
最
期
の
場
面
に
一
定
の
史

実
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
場
合
で
あ
る
。『
陸
奥
話
記
』

の
頼
時
追
討
記
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

天
喜
五
年
秋
九
月
、
国
解
を
進
り
て
頼
時
を
誅
伐
す
る
の
状
を
言
上

し
て
称
く
、「
①
臣
、
金
為
時
・
下
毛
野
興
重
等
を
し
て
奥
地
の
俘
囚

に
甘
説
せ
し
め
、
官
軍
に
与
せ
し
む
。
是
に
於
て
、
鉋
屋
・
仁
土
呂

志
・
宇
曾
利
、
三
郡
の
夷
人
を
合
し
て
、
安
倍
富
忠
を
首
と
為
し
て
、

兵
を
発
し
為
時
に
従
は
ん
と
す
。
②
而
し
て
頼
時
、
其
の
計
を
聞
き

て
、
自
ら
往
き
て
利
害
を
陳
べ
ん
と
す
る
も
、
衆
は
二
千
人
に
過
ぎ

ず
。
富
忠
、
伏
兵
を
設
け
て
之
を
嶮
岨
に
撃
ち
、
大
い
に
戦
ふ
こ
と

二
日
。
頼
時
流
矢
の
中
る
所
と
為
り
、
③
鳥
海
の
柵
に
還
り
て
死
せ

り
。
④
但
し
余
党
は
未
だ
服
せ
ず
。
請
ふ
、
官
符
を
賜
り
て
諸
国
の

兵
士
を
徴
発
し
、
兼
ね
て
兵
粮
を
納
れ
、
悉
く
余
類
を
誅
せ
ん
こ
と

を
。
官
符
を
賜
ふ
に
随
つ
て
兵
粮
を
召
し
、
軍
兵
を
発
せ
ん
」
と
。

こ
こ
に
は
、
次
の
四
か
条
の
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る
（
①
～
④
は
右
の

引
用
文
の
丸
数
字
と
対
応
し
て
い
る
）。

①
源
頼
義
が
、
金
為
時
・
下
毛
野
興
重
に
命
じ
て
北
奥
三
郡
の
夷
人

を
取
り
込
み
、
安
倍
頼
時
の
奥
六
郡
を
南
北
か
ら
挟
み
撃
ち
し
よ

う
と
し
た
こ
と
。

②
そ
の
動
き
を
察
知
し
た
安
倍
頼
時
が
「
利
害
」
を
述
べ
よ
う
と
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（
説
得
し
よ
う
と
）
二
千
の
兵
を
連
れ
て
北
の
安
倍
富
忠
の
と
こ

ろ
に
赴
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
安
倍
富
忠
軍
が
「
嶮
岨
」
で
こ
れ

を
攻
撃
し
、
二
日
間
の
戦
い
で
頼
時
に
矢
を
負
わ
せ
た
。

③
頼
時
は
、
鳥
海
柵
に
戻
っ
て
死
去
し
た
。

④
余
党
（
貞
任
ら
）
の
追
討
に
つ
い
て
も
、
源
頼
義
は
太
政
官
符
の

発
給
を
申
請
し
た
。

波
線
部
の
よ
う
に
「
天
喜
五
年
秋
九
月
」
と
冒
頭
に
記
さ
れ
る
と
、
右

の
四
か
条
は
す
べ
て
天
喜
五
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
読
め

る
。
し
か
し
、
前
項
２
・
３
で
検
討
し
た
よ
う
に
実
際
に
は
天
喜
四
年
～

五
年
の
二
年
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
①
②
は
天
喜
四
年
の
こ

と
、
③
④
は
同
五
年
の
こ
と
だ
と
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
こ
こ
で
は

物
語
の
表
現
主
体
の
意
図
と
は
無
関
係
に
、
物
語
を
起
点
と
し
て
そ
こ
か

ら
史
実
を
探
り
う
る
と
考
え
た
場
合
の
想
定
）。
す
る
と
、
①
②
に
あ
る

よ
う
に
、
安
倍
頼
時
は
お
そ
ら
く
北
奥
（
青
森
県
域
の
東
部
）
の
安
倍
富

忠
の
も
と
に
向
か
お
う
と
し
た
「
嶮
岨
」
で
射
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
奥

六
郡
の
北
部
（
盛
岡
市
周
辺
）
か
ら
「
鉋
屋
・
仁
土
呂
志
・
宇
曾
利（
２
）」
に

至
る
途
中
の
「
嶮
岨
」
な
ら
ば
、
奥
州
街
道
（
国
道
四
号
線
）
沿
い
の
青

森
県
二
戸
郡
一
戸
町
あ
た
り
が
そ
の
候
補
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
安
倍
頼
時
が
「
鳥
海
柵
」
に
戻
っ
て
死
去
し
た
と
い
っ

て
も
、
南
の
地
か
ら
戻
っ
た
の
か
、
北
の
地
か
ら
戻
っ
た
の
か
、
で
の
違

い
が
生
じ
る
。
そ
の
二
案
を
提
示
し
た
う
え
で
、
後
者
（
北
）
が
妥
当
だ

と
考
え
る
。
そ
の
根
拠
は
、
⑤
『
諸
道
勘
文
』
の
「
官
軍
、
力
を
得
て
、

凶
族
、
傷
有
り
」
で
あ
る
。「
力
を
得
て
」
と
は
、
援
軍
や
加
勢
を
得
た

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
記
述
と
『
陸
奥
話
記
』
の
安
倍
富
忠
勢
の
存

在
は
符
合
す
る
。
偶
然
の
一
致
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、『
陸
奥
話
記
』

の
虚
構
の
性
質
か
ら
考
え
て
、
あ
り
も
し
な
い
記
事
を
白
紙
の
状
態
か
ら

捏
造
す
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
ら
か
の
先
行
す
る
記
述
が

存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
に
改
変
を
加
え
る
よ
う
な
性
質
の
虚
構
な
の
で
は

な
い
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
右
の
①
②
の
経
緯
に
つ
い
て
、
天
喜
五
年
と

あ
る
の
を
同
四
年
と
修
正
し
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
事
実
が
伝
え
ら

れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
頼
時
負
傷
の
地
（
一
年

目
の
戦
場
）
は
、
奥
六
郡
よ
り
も
北
と
な
る
（
３
）。

三　

二
年
間
の
合
戦
の
経
緯
の
復
元

天
喜
四
年
～
五
年
の
安
倍
頼
時
追
討
の
経
緯
を
、
前
節
に
従
っ
て
年
表

ふ
う
に
整
理
す
る
と
、
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

最
後
ま
で
確
定
し
が
た
い
と
こ
ろ
は
、
第
三
節
第
２
項
で
述
べ
た
「
一

年
目
の
負
傷
、
二
年
目
の
死
去
」
の
う
ち
の
二
年
目
の
実
態
で
あ
る
。
二

年
間
の
紛
争
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
、
一
年
目
の
合
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【
表
２　

安
倍
頼
時
追
討
の
経
緯
（
復
元
）】

年

月　

日

内　
　
　

容

根　

拠

天喜四年
（1056）

一
月
～
三
月
ご
ろ

高
階
経
重
が
新
任
国
司
と
し
て
陸
奥
国
に
下
向
し
た
が
、
源
頼
義
と
安
倍
氏
の
交
戦
状
態
を
見
て
上
洛
し
、
陸

奥
守
を
辞
任
。

野
中
（
二
〇
一
六
ｂ
）

四
月
～
六
月
ご
ろ
か

経
重
の
辞
任
を
受
け
て
、
藤
原
良
綱
を
陸
奥
守
に
任
じ
た
が
、
下
向
せ
ず
。
さ
ら
な
る
後
任
選
び
は
、
膠
着
状

態
に
な
っ
た
か
。

『
百
練
抄
』
か
ら
の
推
定

五
月
～
七
月
ご
ろ
か

源
頼
義
が
、
北
奥
の
安
倍
富
忠
ら
を
味
方
に
引
き
入
れ
、
南
北
か
ら
挟
み
撃
ち
に
し
て
奥
六
郡
の
安
倍
氏
滅
亡

を
画
策
し
た
か
。

左
か
ら
の
逆
算
式
の
推
定

八
月
三
日

安
倍
頼
時
が
源
頼
義
配
下
の
安
倍
富
忠
勢
と
奥
六
郡
よ
り
北
の
地
で
合
戦
し
、
負
傷
。
そ
の
後
、
鳥
海
柵
に
戻

る
。

『
十
三
代
要
略
』『
諸
道
勘
文
』

『
陸
奥
話
記
』

十
二
月
十
七
日

朝
廷
で
、
源
頼
義
と
安
倍
頼
時
と
の
合
戦
の
取
り
扱
い
（
正
当
性
）
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
る
。

『
百
練
抄
』

十
二
月
二
十
九
日

源
頼
義
を
二
期
目
の
陸
奥
守
に
任
じ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。
奥
六
郡
の
鎮
定
の
目
的
で
。

『
百
練
抄
』

天喜五年
（1057）

一
月

正
月
除
目
に
お
い
て
、
源
頼
義
が
二
期
目
の
陸
奥
守
に
任
命
さ
れ
る
。

右
か
ら
の
推
定

六
月
ご
ろ

源
頼
義
が
、
安
倍
氏
追
討
を
再
開
さ
せ
る
前
に
、
追
討
の
太
政
官
符
を
申
請
す
る
。

左
か
ら
の
逆
算
式
の
推
定

七
月
二
十
六
日

鳥
海
柵
に
戻
っ
て
い
た
安
倍
頼
時
、
死
去
。

『
百
練
抄
』

八
月
上
旬
か
中
旬

安
倍
頼
時
死
去
の
報
が
、
陸
奥
国
府
多
賀
城
に
伝
わ
る
か
。

右
か
ら
の
推
定

八
月
十
日

安
倍
頼
時
追
討
の
た
め
に
、
陸
奥
国
府
に
応
援
の
兵
糧
を
送
達
す
べ
き
太
政
官
符
が
、
東
山
・
東
海
両
道
の
諸

国
に
下
さ
れ
る
。
官
使
が
都
を
出
発
す
る
。

『
扶
桑
略
記
』『
帝
王
編
年
記
』

八
月
二
十
日

源
頼
義
、
陸
奥
国
の
解
状
に
よ
っ
て
、
安
倍
頼
時
を
官
符
に
従
っ
て
追
討
し
た
と
報
告
。
そ
の
使
者
が
、
陸
奥

国
府
を
出
発
。

『
十
三
代
要
略
』

八
月
下
旬

安
倍
頼
時
追
討
の
官
符
が
、
陸
奥
国
府
に
到
着
。

八
月
十
日
条
か
ら
の
推
測

九
月
二
日

安
倍
頼
時
追
討
の
報
が
、
都
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
を
知
ら
せ
る
国
解
に
は
、
余
党
誅
伐
許
可
の
申
請
も
含

ま
れ
て
い
た
。

『
扶
桑
略
記
』『
帝
王
編
年
記
』

九
月
二
十
二
日

朝
廷
で
右
の
件
が
審
議
さ
れ
、
実
否
を
確
認
す
る
た
め
に
官
使
を
派
遣
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。

『
百
練
抄
』

十
月
上
旬

右
の
官
使
が
陸
奥
国
府
に
到
着
。

右
か
ら
の
推
定
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戦
（
八
月
三
日
）
で
頼
時
が
負
傷
し
た
の
も
確
実
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
二

年
目
の
七
月
二
十
六
日
に
実
質
的
な
合
戦
が
あ
っ
た
の
か
、
な
か
っ
た
の

か
、
そ
こ
だ
け
で
あ
る
。
現
存
の
編
纂
史
書
の
混
乱
状
況
に
つ
い
て
は
、

陸
奥
国
府
多
賀
城
に
い
た
源
頼
義
が
自
ら
の
功
績
を
誇
大
に
見
せ
る
た
め

の
作
為
的
な
報
告
を
し
た
可
能
性
や
、
た
と
え
正
確
に
報
告
が
な
さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
都
側
で
概
括
化
の
意
識
に
よ
っ
て
二
年
目
の
ほ
う
に
重

点
を
置
い
た
ま
と
め
か
た
を
し
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解

決
を
は
か
っ
た
。
官
使
が
実
検
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
い
い
加
減
な
報
告

（
国
解
）
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
の
異
論
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
康

平
七
年
の
『
頼
義
奏
状
』『
義
家
奏
状
』
を
み
る
と
、
自
ら
の
立
場
を
利

す
る
た
め
に
、
大
き
な
嘘
と
言
え
な
い
程
度
の
表
現
上
の
作
為
な
ら
平

然
と
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
も
あ
る
。
現
段
階
で
は
、
二
年
目
の
七
月

二
十
六
日
の
合
戦
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
、
表
２
を
作
成
し
た
。

四　

天
喜
元
年
～
三
年
の
状
況
を
ど
う
読
む
か

前
節
で
「
二
年
間
の
紛
争
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ

る
」
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
天
喜
四
年
～
五
年
の
交
戦
状
態
と
も
言
え
る

レ
ヴ
ェ
ル
の
紛
争
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
、
摩
擦
や
緊
張
状
態
も

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
検
討
対
象
に
し
て
い
る
二
年
間
よ
り
少
し

前
の
、
天
喜
元
年
～
三
年
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
読
め
ば
よ
い
だ
ろ
う

か
。前

か
ら
時
間
を
追
う
と
、
源
頼
義
は
永
承
六
年
（
一
〇
五
一
）
に
陸
奥

守
に
任
じ
ら
れ
、
二
年
後
の
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
に
鎮
守
府
将
軍
の

兼
任
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
康
平
七
年
『
頼
義
奏
状
』）
の
で
、
陸
奥
下

向
の
当
初
か
ら
征
夷
が
目
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
〔
野
中

（
二
〇
一
六
ｃ
）〕。『
陸
奥
話
記
』
冒
頭
に
あ
る
藤
原
登
任
と
安
倍
氏
と
の

合
戦
が
完
全
な
虚
構
だ
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
も
し
本
格
的
な
交
戦
状

態
で
あ
っ
た
の
な
ら
『
頼
義
奏
状
』
の
よ
う
な
二
段
階
の
任
命
で
は
な

か
っ
た
は
ず
だ
。
鬼
切
部
合
戦
と
い
う
も
の
が
、
本
当
に
あ
っ
た
の
か
、

あ
っ
た
と
し
て
も
ど
の
程
度
の
規
模
で
あ
っ
た
の
か
を
疑
っ
て
み
る
必
要

が
あ
り
は
し
ま
い
か
。『
陸
奥
話
記
』
は
、
無
能
な
藤
原
登
任
と
有
能
な

源
頼
義
と
い
う
対
照
構
図
で
語
り
起
こ
さ
れ
て
い
る
物
語
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
五
月
六
日
の
大
赦
に
よ
っ
て
、
安
倍
頼
良
が

安
倍
頼
時
へ
と
改
名
し
た
と
い
う
逸
話
は
、
都
の
情
勢
と
結
び
つ
い
て
い

る
の
で
、
い
い
加
減
な
虚
構
で
は
あ
る
ま
い
。

か
く
し
て
―
―
着
任
以
前
の
紛
争
の
激
し
さ
の
程
度
に
つ
い
て
は
不
明

だ
が
―
―
頼
義
着
任
後
の
永
承
六
年
～
七
年
は
ほ
ぼ
平
穏
で
あ
っ
た
と
考

え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。
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そ
し
て
、
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
に
頼
義
が
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
ら

れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
年
に
情
勢
が
変
化
し
始
め
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。『
陸
奥
話
記
』
に
「
任
終
る
の
年
、
府
務
を
行
は
ん
が
為
に
、
鎮
守

府
に
入
り
、
数
十
日
経
回
す
る
の
間
、
頼
時
首
を
傾
け
て
給
仕
し
」
と
あ

る
部
分
は
、
当
時
の
状
況
を
忠
実
に
反
映
し
た
背
景
的
な
表
現
（
嘘
を
つ

く
こ
と
が
で
き
な
い
非
虚
構
部
分
）
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
奥
六
郡
は
独
立

国
家
の
よ
う
な
状
況
で
は
な
く
、
頼
義
は
鎮
守
府
将
軍
に
入
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
後
三
年
記
』〈
10
正
経
・
助
兼
の
援
護
〉
で

も
、
兵
藤
大
夫
正
経
と
伴
次
郎
傔
仗
助
兼
の
二
人
が
胆
沢
郡
の
「
検
問
」

の
た
め
に
真
衡
館
（
衣
川
館
か
）
周
辺
に
入
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
考
え

ら
れ
る
摩
擦
と
は
、
要
す
る
に
税
収
の
取
り
分
に
関
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

『
陸
奥
話
記
』
で
、
藤
原
経
清
が
「
白
符
を
用
ふ
可
し
、
赤
符
を
用
ふ
可

ら
ず
」
と
言
っ
た
よ
う
な
状
況
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
少
し
の
ち

の
時
代
に
な
る
が
、
藤
原
基
衡
が
藤
原
頼
長
か
ら
の
年
貢
増
額
要
求
を
は

ね
つ
け
た
〔『
台
記
』
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
七
月
十
四
日
条
〕
と
い

う
よ
う
な
類
の
摩
擦
だ
ろ
う
。
安
倍
氏
の
側
が
勢
力
を
付
け
て
国
府
の
要

求
に
応
じ
な
か
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
逆
に
源
頼
義
が
理
不

尽
な
ほ
ど
に
要
求
を
増
大
さ
せ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
康
平
七

年
『
頼
義
奏
状
』『
義
家
奏
状
』
か
ら
読
み
取
れ
る
頼
義
・
義
家
の
厚
か

ま
し
い
ほ
ど
の
強
引
さ
か
ら
す
る
と
、
後
者
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
〔
三
宅
長
兵
衛
（
一
九
五
九
）、
庄
司
浩
（
一
九
七
七
）
も
安

倍
氏
を
被
害
者
的
に
み
る
〕。
都
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
の
を
良
い
こ
と

に
、
頼
義
が
安
倍
氏
に
法
外
な
要
求
を
突
き
付
け
て
お
い
て
、
そ
れ
を
拒

否
し
た
ら
反
乱
と
決
め
つ
け
、
鎮
守
府
将
軍
の
職
を
朝
廷
に
願
い
出
て
勝

ち
取
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
こ
ま
で
は
ま
だ
軍
事
的
衝
突

で
は
な
く
、
政
治
的
交
渉
の
段
階
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
視
点
を
変
え
て
、
頼
義
の
陸
奥
守
と
し
て
の
任
期
を
考
え
て
み

る
。
陸
奥
守
の
任
期
を
五
年
と
す
る
と
、
永
承
六
年
（
一
〇
五
一
）
を
一

年
目
と
し
て
、
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
が
最
終
年
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
翌
天
喜
四
年
八
月
十
日
に
は
、
源
頼
義

と
安
倍
頼
時
の
合
戦
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
同
じ
天
喜
四
年

の
春
に
高
階
経
重
の
辞
任
、
そ
の
年
の
暮
れ
に
は
藤
原
良
綱
の
辞
任
が

あ
っ
て
、
こ
の
年
は
正
式
な
陸
奥
守
不
在
の
一
年
間
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
〔
野
中
（
二
〇
一
六
ｂ
〕。
頼
義
が
安
倍
頼
時
と
の
合
戦
の
さ

な
か
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
高
階
経
重
や
藤
原
良
綱
が
尻
込
み
す
る
の
は
当

然
だ
ろ
う
。
頼
義
は
「
前
陸
奥
守
」
の
資
格
で
陸
奥
国
府
に
留
ま
り
続
け

た
の
だ
ろ
う
（
新
任
国
司
が
下
向
し
て
く
る
ま
で
と
い
う
名
目
で
）。『
今

昔
』
前
九
年
話
に
、「
何
況
ヤ
、
守
任
既
ニ
満
タ
リ
。
上
ラ
ム
日
近
シ
」

と
あ
る
よ
う
に
、
陸
奥
守
の
任
期
は
け
っ
し
て
有
名
無
実
化
し
て
い
な

い
。
そ
し
て
ま
た
、
任
期
の
最
終
年
は
、
と
く
に
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
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も
窺
え
る
。
五
年
任
期
の
最
終
年
で
あ
る
天
喜
三
年
は
―
―
翌
年
は
事
実

と
し
て
合
戦
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
て
―
―
源
頼
義
と
安

倍
頼
時
と
の
間
に
何
ら
か
の
衝
突
が
起
こ
っ
た
年
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る

の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
先
に
天
喜
四
年
～
五
年
の
「
二
年
間
の
紛

争
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
」
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ

を
一
部
修
正
し
て
、
天
喜
三
年
～
五
年
の
三
年
間
の
交
戦
状
態
と
考
え
た

ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
年
目
は
合
戦
の
み
、
二
年
目
は

頼
時
の
負
傷
、
三
年
目
は
頼
時
の
死
去
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
年
目
は

勝
敗
が
付
く
ほ
ど
の
合
戦
に
は
発
展
し
な
か
っ
た
の
で
、
記
録
に
残
ら
な

か
っ
た
と
推
測
し
て
お
く
。

こ
の
よ
う
に
前
か
ら
後
ろ
か
ら
と
狭
め
て
考
え
て
い
く
と
、
残
る
は
天

喜
二
年
の
み
と
な
る
。
天
喜
元
年
に
頼
義
が
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て

安
倍
氏
に
た
い
す
る
締
め
付
け
を
強
化
し
、
天
喜
二
年
に
緊
張
状
態
が
高

ま
り
、
天
喜
三
年
か
ら
の
三
年
戦
争
に
至
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
な
流

れ
だ
ろ
う
。

『
陸
奥
話
記
』
の
語
る
阿
久
利
川
事
件
が
ど
れ
ほ
ど
真
実
を
伝
え
て
い

る
の
か
は
不
明
だ
が
、
頼
義
の
任
期
満
了
で
あ
る
天
喜
三
年
の
事
件
で
あ

る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
（『
陸
奥
話
記
』
か
ら
も
『
今
昔
』
前
九
年

話
か
ら
も
）。
ゆ
え
に
、
編
纂
史
料
か
ら
は
天
喜
四
年
～
五
年
の
合
戦
の

事
実
し
か
窺
え
な
い
が
、『
陸
奥
話
記
』
や
『
今
昔
』
前
九
年
話
を
合
わ

せ
考
え
て
み
て
も
、
天
喜
三
年
か
ら
同
五
年
に
か
け
て
の
三
年
間
の
合
戦

だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

『
陸
奥
話
記
』
の
語
る
阿
久
利
川
事
件
の
経
緯
を
信
じ
れ
ば
、
偶
発
的

に
合
戦
が
始
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
れ
は
虚
構
だ
ろ
う
。
そ

の
根
拠
は
、
天
喜
元
年
の
頼
義
の
任
鎮
守
府
将
軍
で
あ
る
。
流
れ
か
ら
み

て
、
徐
々
に
緊
張
が
高
ま
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
。『
陸
奥
話
記
』
が
偶
発
的
な
合
戦
勃
発
で
あ
る
か
の

よ
う
な
虚
構
を
ほ
ど
こ
し
た
の
は
、
源
頼
義
の
強
引
さ
を
際
立
た
せ
る
た

め
だ
ろ
う
。
源
頼
義
の
英
雄
化
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
表
面
的
な

読
み
で
あ
っ
て
、『
陸
奥
話
記
』
は
け
っ
し
て
そ
の
よ
う
な
物
語
で
は
な

い
〔
野
中
（
二
〇
一
六
ａ
ｂ
）〕。

以
上
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
永
承
六
年
～
天
喜
五
年
の
七
年
間
の
経

緯
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

永
承
六
年
（
一
〇
五
一
）
…
源
頼
義
の
任
陸
奥
守
。
こ
れ
以
前
に
安

倍
氏
と
前
守
と
の
間
に
ど
の
程
度
の
摩

擦
が
あ
っ
た
か
は
不
明
。

永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
…
大
赦
に
よ
っ
て
安
倍
頼
良
が
頼
時
と
改

名
す
る
な
ど
良
好
な
関
係
か
。

天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
…
源
頼
義
が
鎮
守
府
将
軍
を
兼
任
。
安
倍
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氏
に
た
い
す
る
締
め
付
け
を
強
め
た

か
。

天
喜
二
年
（
一
〇
五
四
）
…
安
倍
氏
が
反
発
す
る
な
ど
し
て
、
緊
張

状
態
が
高
ま
っ
た
か
。

天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
…
源
頼
義
の
任
期
最
終
年
。『
陸
奥
話
記
』

の
語
る
阿
久
利
川
事
件
そ
の
も
の
で
は

な
い
に
し
て
も
、
な
ん
ら
か
の
軍
事
的

な
小
競
り
合
い
が
起
こ
っ
た
か
。

天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
…
高
階
経
重
、
藤
原
良
綱
の
相
次
ぐ
陸
奥

守
辞
任
。
こ
の
年
の
八
月
三
日
の
合
戦

で
安
倍
頼
時
が
負
傷
（
致
命
傷
か
後
遺

障
害
の
残
る
傷
）。

天
喜
五
年
（
一
〇
五
七
）
…
源
頼
義
、
陸
奥
守
に
「
更
任
」
さ
れ
る

（『
百
練
抄
』）。
五
月
か
六
月
ご
ろ
に
頼

義
か
ら
安
倍
氏
追
討
の
官
符
を
申
請
し

た
か
。
こ
の
年
の
七
月
二
十
六
日
に
安

倍
頼
時
が
鳥
海
柵
で
死
去
。
安
倍
氏
追

討
の
官
符
が
八
月
十
日
に
都
を
出
て
陸

奥
国
府
に
到
着
す
る
以
前
の
八
月
二
十

日
に
、
陸
奥
国
府
か
ら
頼
時
死
去
（
追

討
）
の
国
解
が
発
せ
ら
れ
た
。

五　

諸
史
料
個
々
の
テ
ク
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

十
一
点
の
史
料
に
混
乱
が
あ
る
と
述
べ
た
が
、
じ
つ
は
個
別
に
文
脈
を

追
う
よ
う
な
読
み
方
を
す
る
と
、
き
ち
ん
と
二
年
間
の
展
開
を
追
う
こ
と

の
で
き
る
史
料
も
あ
る
し
、
そ
う
で
な
い
史
料
も
あ
る
。
こ
の
節
で
は
、

前
節
ま
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、
個
別
に
ど
の
部
分
が
ど
の
よ
う
に

濁
っ
て
い
る
の
か
を
指
摘
す
る
。
以
下
の
引
用
部
分
の
う
ち
、
ア
ミ
カ
ケ

部
分
が
錯
誤
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
各
引
用
部
分
の
冒
頭

の
丸
数
字
①
～
⑪
は
、
前
掲
表
１
の
丸
数
字
と
対
応
し
て
い
る
。

１　
『
百
練
抄
』

ま
ず
、『
百
練
抄
』
か
ら
検
討
す
る
。『
百
練
抄
』
の
安
倍
頼
時
追
討
関

係
は
、
次
の
三
か
条
で
あ
る
。

③
諸
卿
、
前
陸
奥
守
源
頼
義
、
俘
囚
頼
時
と
合
戦
の
間
の
事
を
定
め

申
す
。（
天
喜
四
年
十
二
月
十
七
日
条
）

④
源
頼
義
、
更
に
陸
奥
守
に
任
ず
。
征
夷
の
為
な
り
。
陸
奥
守
良

綱
、
兵
部
大
輔
に
遷
任
す
。（
天
喜
四
年
十
二
月
二
十
九
日
条
）
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⑪
諸
卿
、
陸
奥
守
頼
義
の
言
上
せ
し
「
俘
囚
安
倍
頼
時
、
去
ん
ぬ
る

七
月
廿
六
日
合
戦
の
間
、
矢
に
中
り
て
死
去
せ
し
事
」
を
定
め
申

す
。
官
使
を
遣
は
し
て
実
否
を
実
検
せ
ら
る
べ
し
と
云
々
。（
天

喜
五
年
九
月
二
十
二
日
条
）

『
百
練
抄
』
の
流
れ
に
よ
る
と
、
天
喜
四
年
十
二
月
十
七
日
の
時
点
で
、

源
頼
義
と
安
倍
頼
時
が
「
合
戦
」
し
て
い
て
（
頼
時
死
去
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

は
な
い
）、
朝
廷
が
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら

十
二
日
後
の
同
年
十
二
月
二
十
九
日
条
で
「
征
夷
の
為
」
に
源
頼
義
を

「
更
任
」
し
た
「
征
夷
」
と
は
、
貞
任
で
は
な
く
頼
時
が
対
象
な
の
だ
ろ

う
。
次
の
「
七
月
廿
六
日
」
の
日
付
か
ら
見
て
も
、
十
二
月
十
七
日
に
安

倍
頼
時
の
追
討
が
完
了
し
、
同
二
十
九
日
の
「
征
夷
」
が
貞
任
ら
の
余
党

を
意
味
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
天
喜
四
年
十
二
月
の
段
階
で
、
頼
時
は

ま
だ
生
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
に
「
征
夷
の
為
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
が
安
倍
氏
追
討
（
滅

亡
に
追
い
こ
む
こ
と
も
辞
さ
な
い
）
を
意
味
す
る
も
の
ま
で
は
考
え
に
く

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
翌
年
の
八
月
十
日
に
よ
う
や
く
そ
の
こ
と
が
審
議
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
⑥
『
扶
桑
略
記
』、
⑦
『
帝
王
編
年
記
』）。
こ

こ
は
ま
だ
、
奥
六
郡
の
秩
序
を
回
復
し
、
徴
税
を
円
滑
に
す
る
と
い
う
意

味
だ
ろ
う
。
陸
奥
守
と
い
う
職
務
の
性
質
か
ら
考
え
て
も
、「
更
任
」（
更

に
…
任
ず
）
と
「
征
夷
」
と
い
う
語
の
間
に
は
乖
離
を
認
め
ざ
る
を
得
な

い
。
後
次
的
な
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
、
強
め
の
表
現
が
な
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
。

『
百
練
抄
』
の
三
か
条
の
中
で
も
う
一
つ
不
自
然
な
の
は
、
天
喜
五
年

九
月
二
十
二
日
条
の
ア
ミ
カ
ケ
部
分
で
あ
る
。
頼
時
が
「
七
月
廿
六
日
」

に
「
死
去
」
し
た
の
は
た
し
か
だ
と
し
て
も
、
こ
の
日
に
「
合
戦
」
が

あ
っ
た
と
か
、「
矢
に
中
」
っ
た
と
い
う
点
が
不
審
で
あ
る
。
後
述
の
②

『
帝
王
編
年
記
』
や
⑤
『
諸
道
勘
文
』
か
ら
み
て
も
、
安
倍
頼
時
が
「
矢

に
中
」
っ
た
「
合
戦
」
は
、
天
喜
四
年
の
八
月
三
日
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
百
練
抄
』
の
不
自
然
な
と
こ
ろ
は
そ
こ
だ
け
で
、
そ
れ
も
二
年
間
の

出
来
事
を
同
一
時
期
の
こ
と
と
し
て
概
括
化
し
よ
う
と
し
た
記
録
が
混
入

し
た
程
度
の
錯
誤
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

２　
『
十
三
代
要
略
』

『
百
練
抄
』
に
近
い
認
識
を
見
せ
て
い
る
の
が
、『
十
三
代
要
略
』
で
あ

る
。
次
の
二
か
条
あ
る
。

①
（
天
喜
）
四
年
…
（
中
略
）
…
八
月
三
日
、
陸
奥
守
源
頼
義
、
俘

囚
安
倍
頼
時
と
合
戦
す
。
頼
時
、
敗
る
。

⑧
（
天
喜
五
年
）
…
（
中
略
）
…
八
月
廿
日
、
陸
奥
解
状
に
云
は
く
、

「
俘
囚
頼
時
、
官
符
に
依
て
殺
戮
す
」
と
云
々
。
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こ
の
よ
う
に
、
天
喜
四
年
の
段
階
で
は
、
源
頼
義
と
安
倍
頼
時
が
た
だ

合
戦
し
（
追
討
と
は
表
現
し
な
い
）、
安
倍
頼
時
が
「
敗
る
」
と
あ
る
だ

け
で
、
死
去
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
翌
天
喜
五
年
に
な
る
と
「
官
符
」
と

い
う
公
認
を
得
て
、
源
頼
義
が
安
倍
頼
時
を
追
討
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
合
戦
の
日
付
「
八
月
三
日
」
に
つ
い
て
は
⑤
『
諸
道
勘
文
』
と
一
致

し
て
お
り
（「
年
」
が
ず
れ
て
い
る
が
）、
頼
時
追
討
の
報
告
を
し
た
「
八

月
廿
日
」
に
つ
い
て
も
、
頼
時
死
去
が
「
七
月
廿
六
日
」（『
百
練
抄
』）

だ
と
す
れ
ば
、
合
理
的
で
あ
る
。『
十
三
代
要
略
』
に
は
、
ま
っ
た
く
錯

誤
が
な
い
と
み
る
（「
官
符
に
依
て
」
の
表
現
は
史
料
上
の
錯
誤
か
）。

３　
『
諸
道
勘
文
』

意
外
に
も
、『
諸
道
勘
文
』
長
治
三
年
三
月
四
日
条
に
載
せ
る
記
事
は
、

『
百
練
抄
』
や
『
十
三
代
要
略
』
に
近
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。『
諸
道
勘

文
』
は
、
頼
時
追
討
に
か
ん
し
て
は
一
か
条
の
み
で
あ
る
。

⑤
同
（
天
喜
）
五
年
八
月
三
日
、
陸
奥
守
源
頼
義
朝
臣
、
俘
囚
頼
時

と
合
戦
し
、
官
軍
、
力
を
得
て
、
凶
賊
、
傷
有
り

0

0

0

。

『
奥
州
藤
原
史
料
』
は
『
諸
道
勘
文
』
の
「
八
月
三
日
」
に
「
九
月
二

日
」
と
傍
記
し
て
い
て
⑨
『
扶
桑
略
記
』
に
よ
る
修
訂
を
試
み
よ
う
と
し

て
い
る
が
、「
八
月
三
日
」
は
『
十
三
代
要
略
』
の
天
喜
四
年
条
と
同
じ

日
付
な
の
で
、
お
そ
ら
く
誤
り
で
は
な
く
、
天
喜
五
年
の
こ
と
と
せ
ず
に

同
四
年
の
こ
と
と
直
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
（
先
述
）。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
傷

有
り
」
の
表
現
も
、『
十
三
代
要
略
』
の
「
頼
時
、
敗
る
」
と
等
質
的
だ

か
ら
で
あ
る
（
死
去
や
討
ち
死
に
で
は
な
い
と
い
う
点
で
）。
天
喜
四
年

の
時
点
で
源
頼
義
を
「
官
軍
」、
安
倍
頼
時
を
「
凶
賊
」
と
決
め
つ
け
る

表
現
（
ア
ミ
カ
ケ
部
分
）
は
後
世
の
認
識
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
た
た
め
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
実
相
に
近
い
よ
う
に
み

え
る
。「
八
月
三
日
」
が
無
意
味
な
日
付
で
な
い
と
す
れ
ば
、
安
倍
頼
時

は
天
喜
四
年
「
八
月
三
日
」
の
戦
い
で
負
傷
し
（
⑪
『
百
練
抄
』
の
「
矢

に
中
り
て
死
去
せ
し
事
」）、
そ
の
傷
が
元
で
翌
年
の
七
月
二
十
六
日
に
死

去
し
た
と
い
う
の
が
実
相
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
が
陸
奥
国
の

解
状
に
よ
っ
て
、「
官
符
に
依
て
殺
戮
す
」
な
ど
と
強
く
表
現
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
だ
ろ
う
。
さ
し
た
る
手
柄
と
は
言
え
な
い
も
の
を
、
源
頼
義
が

手
柄
に
仕
立
て
た
可
能
性
は
低
い
。
前
年
で
あ
る
天
喜
四
年
に
都
に
向
け

て
発
信
・
拡
散
し
て
し
ま
っ
た
報
告
書
の
「
頼
時
、
敗
る
」「
傷
有
り
」

の
表
現
が
都
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
実
を
隠
蔽
し
き
れ
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
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４　
『
扶
桑
略
記
』

『
扶
桑
略
記
』
の
記
事
に
は
、
混
乱
を
生
じ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い

て
も
、
ま
た
恣
意
的
操
作
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
問
題

が
あ
る（
４
）。

⑥
前
陸
奥
守
源
頼
義
、
俘
囚
安
倍
頼
時
を
襲
討
す
る
間
、
東
山
・
東

海
両
道
の
諸
国
に
官
符
を
給
ひ
、
兵
糧
を
運
び
充
た
す
べ
き
事
、

公
卿
、
定
め
申
す
。
又
、
官
使
の
太
政
官
の
史
生
紀
成
任
・
左
弁

官
の
史
生
惟
宗
資
行
等
を
下
し
遣
は
す
。（
天
喜
五
年
八
月
十
日

条
）

⑨
鎮
守
府
将
軍
源
頼
義
、
俘
囚
阿
倍
頼
時
と
合
戦
の
間
、
頼
時
、
流

れ
矢
の
中
る
所
と
為
り
、
鳥
海
柵
に
還
り
て
死
し
了
ぬ
。
但
し
、

余
党
、
未
だ
服
せ
ず
、
仍
て
重
ね
て
国
解
を
進
り
、
官
符
を
賜
り

て
、
諸
国
の
兵
士
を
徴
発
し
、
兼
ね
て
兵
粮
を
納
め
、
悉
く
余
党

を
誅
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。（
天
喜
五
年
九
月
二
日
条
）

『
扶
桑
略
記
』
に
は
天
喜
四
年
の
記
事
は
な
く
、
二
か
条
と
も
天
喜
五

年
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
天
喜
五
年
「
八
月
十
日
」
の
時
点
で
源
頼
義

に
兵
糧
を
集
中
せ
よ
と
の
官
符
が
下
さ
れ
、「
九
月
二
日
」
に
安
倍
頼
時

死
去
の
報
が
入
っ
て
い
る
の
は
、
日
付
の
間
隔
が
短
す
ぎ
る
が
、
先
述
の

よ
う
に
行
き
違
い
だ
ろ
う
。「
八
月
十
日
」
に
「
官
符
」
が
出
さ
れ
て
い

る
点
に
つ
い
て
は
、
⑧
『
十
三
代
要
略
』
の
「
八
月
廿
日
」
と
も
矛
盾
せ

ず
、
問
題
な
し
と
み
る
。

九
月
二
日
条
に
つ
い
て
も
、
源
頼
義
と
安
倍
頼
時
の
「
合
戦
」
や
頼
時

が
「
流
れ
矢
の
中
る
所
と
為
」
っ
た
こ
と
を
こ
の
年
の
こ
と
と
す
る
点

（
ア
ミ
カ
ケ
部
分
）
は
問
題
が
あ
る
（
概
括
化
が
起
き
た
と
み
る
）
が
、

「
鳥
海
柵
に
還
り
て
死
」
ん
だ
の
は
事
実
だ
ろ
う
。「
但
し
、
余
党
、
未
だ

服
せ
ず
」
以
下
の
傍
線
部
に
つ
い
て
は
、
源
頼
義
が
そ
れ
を
申
請
し
た
と

こ
ろ
ま
で
は
事
実
と
み
る
か
（
朝
廷
が
そ
れ
を
許
し
た
か
ど
う
か
は
別
と

し
て
）、
そ
れ
さ
え
も
虚
構
と
み
る
か
、
問
題
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

５　
『
帝
王
編
年
記
』

『
帝
王
編
年
記
』
は
、『
扶
桑
略
記
』
に
近
い
。
次
の
三
か
条
あ
る
。

②
前
陸
奥
守
兼
鎮
守
府
将
軍
源
頼
義
、
安
倍
頼
時
を
追
討
す
べ
き

由
、
宣
旨
を
下
さ
れ
合
戦
す
。（
天
喜
四
年
八
月
三
日
条
）

⑦
前
陸
奥
守
頼
義
、
頼
時
を
追
討
す
べ
き
由
、
官
符
を
下
さ
る
。

（
天
喜
五
年
八
月
十
日
条
）

⑩
合
戦
。
頼
時
、
流
れ
矢
に
中
り
て
死
す
。
余
党
、
未
だ
散
ぜ
ず
。

（
天
喜
五
年
九
月
二
日
条
）
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天
喜
四
年
「
八
月
三
日
」
の
条
に
は
た
だ
「
合
戦
」
と
あ
っ
て
、
頼
時

の
討
ち
死
に
ま
で
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
ま
で
は
良
い
が
、
こ
の
時
点

で
早
く
も
「
追
討
」
の
「
宣
旨
」
が
出
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
（
ア
ミ

カ
ケ
部
分
）
は
、
後
次
的
な
認
識
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

天
喜
五
年
八
月
十
日
条
で
頼
時
追
討
の
宣
旨
が
出
さ
れ
た
と
す
る
点
は
、

⑧
『
十
三
代
要
略
』
の
「
八
月
廿
日
」
条
と
矛
盾
し
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
天
喜
五
年
「
九
月
二
日
」
条
は
、
⑨
『
扶
桑
略
記
』
と
同
じ
く
問
題

な
し
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。

六　

お
わ
り
に

安
倍
頼
時
追
討
に
か
ん
す
る
十
一
点
の
史
料
を
も
と
に
そ
の
真
相
を
復

元
し
（
第
三
節
）、
前
節
で
は
再
び
十
一
点
の
史
資
料
に
そ
れ
を
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
性
質
の
錯
誤
が
生
じ
て
い
る
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
か
ま
で
テ
ク
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
と
い
う
か
た
ち
で

明
示
し
た
。
従
来
は
、
と
も
す
れ
ば
研
究
者
の
歴
史
像
（
先
入
観
）
が
先

立
ち
、
史
料
群
か
ら
自
ら
の
歴
史
像
に
都
合
の
良
い
も
の
を
選
び
、
都
合

の
悪
い
も
の
は
た
ん
に
〝
信
頼
の
お
け
な
い
史
料
〟
な
ど
と
称
し
て
遠
ざ

け
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
恣
意
的
な
史
料
操
作
と
い
う
べ
き
も

の
だ
ろ
う
。
本
稿
で
気
を
つ
け
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
こ
で
あ
る
。
史
料
の

一
部
を
修
正
し
な
け
れ
ば
他
の
史
料
と
の
整
合
が
と
れ
な
い
場
合
に
限
っ

て
、
最
小
限
の
修
正
が
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。
前
節
で
ア
ミ
カ
ケ

を
施
し
た
箇
所
は
わ
ず
か
に
六
か
所
（「
官
軍
…
凶
賊
」
の
セ
ッ
ト
で
一

か
所
と
数
え
る
）
で
、
し
か
も
そ
の
六
か
所
は
、

（
１
）	

二
年
間
の
こ
と
を
最
後
の
一
年
間
に
ま
と
め
て
し
ま
う
概
括

化
意
識
に
よ
る
も
の
（
⑨
⑪
お
よ
び
⑤
の
「
同
五
年
」）

（
２
）	

安
倍
氏
を
凶
悪
と
決
め
つ
け
る
後
次
的
フ
ィ
ル
タ
ー
の
通
過

に
よ
る
も
の
（
②
④
お
よ
び
⑤
の
「
官
軍
…
凶
賊
」）

の
二
種
類
に
整
理
で
き
る
。
錯
誤
の
原
因
に
つ
い
て
も
、
シ
ン
プ
ル
に
説

明
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
研
究
者
が
、
自
ら
の
主
観
に
基
づ
い
て

史
料
の
解
読
を
行
っ
て
い
て
は
、
い
つ
ま
で
も
水
掛
け
論
か
ら
脱
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
源
頼
義
陸
奥
守
着
任
の
永
承
六
年
（
一
〇
五
一
）
か
ら
安
倍
頼

時
死
去
の
天
喜
五
年
（
一
〇
五
七
）
に
い
た
る
七
年
間
の
歴
史
像
を
、
お

ぼ
ろ
げ
な
が
ら
復
元
し
た
。『
国
史
大
辞
典
』「
安
倍
頼
時
」
の
項
（
板
橋

源
執
筆
）
で
も
、
す
で
に
こ
の
追
討
戦
を
二
年
間
の
こ
と
と
し
て
「
天
喜

四
年
（
一
〇
五
六
）
つ
い
に
戦
端
が
開
か
れ
、
前
九
年
の
役
が
本
格
化
し

た
。
翌
五
年
七
月
、
頼
時
み
ず
か
ら
奥
地
の
夷
族
を
味
方
に
誘
う
べ
く
説

得
に
赴
き
、
流
れ
矢
に
あ
た
り
、
鳥
海
柵
ま
で
還
っ
て
死
ん
だ
」
と
説
い

て
い
る
の
で
、
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
に
さ
し
た
る
新
味
は
な
い
。
た
だ
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し
、
天
喜
二
年
・
三
年
の
動
向
に
つ
い
て
の
補
足
や
、「
流
れ
矢
」
の
戦

い
が
一
年
目
で
あ
っ
た
と
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
頼
時
死
去
と
太
政

官
符
の
行
き
違
い
に
つ
い
て
も
、
合
理
的
な
説
明
を
な
し
え
た
。
康
平
七

年
『
頼
義
奏
状
』
や
頼
義
の
陸
奥
守
の
任
期
も
勘
案
し
て
、
す
べ
て
に
矛

盾
の
生
じ
な
い
よ
う
な
説
明
が
可
能
に
な
っ
た
。

次
な
る
課
題
は
、
想
定
さ
れ
る
歴
史
の
実
像
を
も
と
に
『
陸
奥
話
記
』

の
虚
構
性
の
質
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
単
純
な
虚
実
論
（
虚
構
か
実
像

か
の
二
元
論
、
あ
る
い
は
虚
構
部
分
を
は
が
す
と
実
像
に
た
ど
り
つ
く
と

す
る
論
）
に
留
め
る
こ
と
な
く
、
物
語
の
側
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
種
類
（
性
質
）
の
虚
構
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
の
か
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

注（１
）	

実
際
に
は
二
度
目
の
合
戦
は
な
か
っ
た
と
し
て
、
都
へ
の
報
告
で
は
⑨
⑩
⑪
の
よ

う
に
そ
れ
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
作
為
的
に
報
告
し
た
か
、
あ
る
い
は
編
集
・
転

写
の
過
程
で
無
意
識
的
に
概
括
化
が
な
さ
れ
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
頼
義

か
ら
太
政
官
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
た
国
解
で
〝
昨
年
八
月
三
日
の
合
戦
で
負
傷
し

て
い
た
安
倍
頼
時
が
、
今
年
七
月
二
十
六
日
に
鳥
海
柵
で
死
去
し
た
〟
な
ど
と
報

告
し
て
い
た
の
が
、
後
続
史
料
の
概
括
化
の
意
識
に
よ
っ
て
、『
百
練
抄
』「
俘
囚

安
倍
頼
時
、
去
ん
ぬ
る
七
月
廿
六
日
合
戦
の
間
、
矢
に
中
り
て
死
去
せ
し
事
」
の

よ
う
な
伝
わ
り
か
た
を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
実
に
①
「
敗
る
」
や
⑤
「
傷

有
り
」
の
よ
う
な
記
録
も
都
に
届
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
頼
義
自
身
に
よ
る

隠
蔽
・
捏
造
説
は
成
り
立
た
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
史
料

上
の
錯
誤
説
（
概
括
化
説
）
を
採
る
こ
と
に
な
る
。

（
２
）	「
鉋
屋
・
仁
土
呂
志
・
宇
曾
利
」
に
つ
い
て
は
、
む
つ
市
田
名
部
町
・
二
戸
市
似

鳥
・
む
つ
市
恐
山
周
辺
の
説
を
、
そ
れ
ぞ
れ
仮
に
推
し
て
お
く
。
現
在
の
む
つ
市

内
の
地
名
が
二
か
所
で
、
二
戸
市
は
南
に
大
き
く
離
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

『
陸
奥
話
記
』
の
文
脈
で
は
北
の
安
倍
富
忠
ら
と
南
の
源
頼
義
が
奥
六
郡
を
挟
み

撃
ち
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
在
の
二
戸
市
は
奥
六
郡
の
北
に
近
接
し
て
い
て

蓋
然
性
が
高
い
。
一
方
で
、「
宇
曾
利
」
を
む
つ
市
恐
山
周
辺
と
す
る
説
は
、
現

在
も
「
宇
曽
利
」
の
地
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
点
で
、
強
い
。
こ
の
中
か
ら
北
奥

三
郡
に
つ
い
て
の
右
の
推
定
の
う
ち
修
正
が
必
要
だ
と
す
れ
ば
、「
鉋
屋
」
の
位

置
だ
ろ
う
。
北
の
「
宇
曾
利
」
と
南
の
「
仁
土
呂
志
」
の
中
間
的
な
と
こ
ろ
で

「
鉋
屋
」
を
想
定
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
現
在
の
八
戸
市
か
十

和
田
市
あ
た
り
で
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
在
の
盛
岡
市
か

ら
見
て
北
か
ら
北
東
に
か
け
て
の
地
域
で
あ
る
。

（
３
）	『
陸
奥
話
記
』
の
こ
の
記
述
に
一
定
の
史
実
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
た
場

合
、
安
倍
頼
時
が
負
傷
の
身
で
北
奥
の
安
倍
富
忠
の
も
と
へ
説
得
の
た
め
に
赴
い

た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
観
点
か
ら
も
、
頼
時
が
富
忠
の
も
と
に
向
か
っ
た
の

は
一
年
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

（
４
）	

こ
の
二
種
類
の
史
実
離
れ
は
、
区
別
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
表
現
主
体
の
仕
組

ん
だ
捏
造
性
・
虚
構
性
ゆ
え
の
史
実
離
れ
と
、
時
間
経
過
に
伴
う
史
料
の
低
劣
化

（
誤
字
・
脱
字
や
概
括
化
に
よ
る
錯
誤
）
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
合
戦
の
同

時
代
に
、
事
実
と
は
異
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
の

だ
。

文　

献
庄
司
浩
（
一
九
七
七
）　
「
阿
久
利
河
の
変
―
―
源
頼
義
挑
発
説
に
つ
い
て
―
―
」「
軍

事
史
学
」
13
巻
3
号
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野
中
哲
照
（
二
〇
一
四
）「『
陸
奥
話
記
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
前
九
年
話
の
先
後
関

係
」　
「
鹿
児
島
国
際
大
学
大
学
院
学
術
論
集
」
第
６
集

野
中
哲
照
（
二
〇
一
五
）　
「『
陸
奥
話
記
』
の
原
型
と
し
て
の
『
奥
州
合
戦
記
』」　

「
鹿
児
島
国
際
大
学
国
際
文
化
学
部
論
集
」
15
巻
4
号

野
中
哲
照
（
二
〇
一
六
ａ
）「『
陸
奥
話
記
』
形
成
の
最
終
段
階
―
―
そ
の
前
景
化
と

韜
晦
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」　
「
國
學
院
大
學
紀
要
」
54
号

野
中
哲
照
（
二
〇
一
六
ｂ
）「『
陸
奥
話
記
』
の
高
階
経
重
問
題
」　
「
國
學
院
雜
誌
」

117
巻
2
号

野
中
哲
照
（
二
〇
一
六
ｃ
）「『
陸
奥
話
記
』
形
成
期
に
お
け
る
源
氏
寄
り
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
の
存
在
―
―
康
平
七
年
『
頼
義
奏
状
』『
義
家
奏
状
』
の
虚
実
―
―
」　
「
日
本

文
学
論
究
」
75
号

三
宅
長
兵
衛
（
一
九
五
九
）「「
前
九
年
の
役
」
の
再
検
討
―
―
安
部
頼
時
反
乱
説
を

め
ぐ
っ
て
―
―
」　
「
日
本
史
研
究
」
43
号

使
用
テ
ク
ス
ト

『
諸
道
勘
文
』
…
群
書
類
従
26
輯
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
〇
）

『
十
三
代
要
略
』
…
続
群
書
類
従
29
輯
上
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
五
七
）

『
百
練
抄
』『
扶
桑
略
記
』『
帝
王
編
年
記
』
…
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
二
九
・
一
九
三
二
・
一
九
三
二
・
一
九
三
三
）

『
陸
奥
話
記
』
…
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
）

『
今
昔
物
語
集
』
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
・
一
九
九
二
）

※
漢
文
体
史
料
に
つ
い
て
は
、
わ
た
く
し
に
訓
読
し
て
示
し
た
。


